
平 成23年 度 事 業 報 告

平成23年4月1日 か ら

平成24年3月31日 ま で

当財団法人は、産業廃棄物の適正な処理その他廃棄物に関する各種事業を行 うことに

より、県民の生活環境の保全 と公衆衛生の向上に寄与することを目的に設立(平 成3年

11月11日)さ れた法人であ り、県民に信頼 される廃棄物処理センターとして廃棄物の

受入れを推進 し、関係法令等を遵守した適正な処理を行 うとともに、廃棄物の適正処理

に関する情報の発信や啓発事業に取り組み、県民の快適な生活環境の向上に努めた。

1廃 棄 物 処 理 事 業

(1)適 正な廃 棄物 処理 ・管理 の推進

平成23年 度 は、240日 廃 棄物 の受入 れ を行 い、受入 量 は91,620ト ン(前 年度 比較

45,262ト ン増)で 、1日 平 均受入 量 は381.75ト ン(前 年 度比較186.97ト ン増)と な り、

廃 棄物 受入 量 は前年 度 比97.6%の 増 加 となった(焼 却 対象廃 棄物6.7%増 、埋 立対

象廃 棄 物114.2%増)。

全 体 と して受入 計 画及 び前年 度 実績 に比較 して増加 とな り、特 に埋立 対象廃 棄 物

につ いて は、東 日本 大震 災 に よ り沿岸 地域 で発 生 した災害廃 棄物 の焼却灰 を受 入れ

した ことに よる もので あ る。

また 、放射 性物 質 が検 出 され た廃 棄物 の受 入れ につ い ては 、地 区住民 に説 明 し、

焼却 対象 廃棄 物 は800ベ ク レル/kg以 下、埋 立対 象廃 棄物 は8,000ベ ク レル/kg以

下 の もの を受 入れ す る こ とと した。

なお 、場 内の空 間放 射線 量及 び放 射能 濃度(排 ガ ス、排 水 、 自家 焼却灰 等)に つ

い て は、定期 的 に計 量証 明機 関 に委託 し測 定 を行 った。

(2)焼 却施 設等 にお け る廃 棄物 の受 入れ停 止

平 成23年4月7日 の地震 の影 響 に よ り、焼 却炉 の一部 が損 壊等 し、修繕 工事 等 の

期 間(同 年4月11日 ～ 同年5月22日)、 焼却 対 象廃棄 物 の受入 れ を停 止 した。また 、

第1【期最 終処 分場 の不具合 に よ り、補 修 工事 等 の期 間(同 年9月29日 ～ 同年12月

18日)、 埋 立対象 廃 棄物 の受入 れ を停止 した。

(3)環 境保全の推進

環境 ・水質調査 の実施による環境影響評価の継続的監視を行った。排ガス、排水

等の測定結果は、いずれも地元市と締結 している環境保全協定値を超えることはな

かった。

2廃 棄物 適 正処 理及 び リサ イクル 推進 ・普及事業

(1)視 察者等に対す る啓発

県内外か らの視察者(平 成23年 度315名)等 に対 し、施設案内を行ったほか、施

設紹介DVDや パネル(廃 棄物の定義 と種類 、リサイクル事業例等)、 廃棄物サ ンプ

ル等を使用 して、不法投棄の防止 と最終処分場の現状や リサイクル製品推進事例、

環境保全への意識啓発及びリサイクルの促進に取 り組んだ。
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(2)情 報 公開

ホー ムペ ー ジ(平 成16年6月 開設)内 容 を毎 月1回 以上 更新 し、最終 処分場 等施

設 や 環境測 定結 果 等 に関す る最 新情 報 を周 知 した(平 成23年 度 閲 覧件数16,253件)。

(主 な掲載 項 目)

・ 事業 団概 要 、施設概 要 、利用 案 内 、施 設 見学案 内 、種類 毎 の受入 基準

・ 搬入 予約 、処 理料金 、事 業計 画及 び 収支 予算 、事業 報告 及び 決算

・ 環境 測 定結果 、廃棄 物一 ロメモ 、廃 棄物 処理Q&A等

(3)事 業者等に対する啓発

事業者等か らの電話等による廃棄物処理相談に対し、処理方法の指導や リサイク

ル事業への取組事例等の紹介を行 うなど普及啓発に取 り組んだ。

また、隣接する余熱利用施設えさしクリーンパーク内に余熱利用に関するパネル

を常設展示 し、利用者への意識啓発の促進に取 り組んだ。

3自 然 環 境 保 全 等 事 業

(1)周 辺 環境 美化活 動

い わ て ク リー ンセ ン ター及 び施 設 管 理 運 営 委託 業者 の職 員 合 同で セ ン ター 周辺

道 路 の環 境美 化活 動 「ク リー ン作戦 」 を年2回 行 った(1回 目:平 成23年6月13

日/2回 目:同 年10月27日)。

(2)希 少植物保全事業

ビオ トープに移植 した希少植物の生育状況を定期的に観察 ・調査 し、必要に応じ

て専門家の意見を参考に保全を図った。

4管 理 業務 等

(1)理 事会開催

開 催.月 日 会 議 名 開催場所 会 議 議 案

平成23年 第45回 理 事会 岩手県水産会 1平 成22年 度事業報告及び決

5月24日 館 算
2一 般財 団法人移行認可 申請

書
3一 般財団法人移行 に伴 う定

款の変更の案

4一 般財団法人移行 に伴 う最

初の評議員の選任方法(案)
5評 議員選定委員会規程 の制

定

平成24年 第46回 理事会 岩手県水産会 1平 成23年 度収支補正予算
3月12日 館 2中 期経営計画(平 成24年 度

～平成26年 度)

3平 成24年 度事業計画及び収

支予算
4平 成24年 度短期借入金の借

入限度額
5一 般財団法人移行 に伴 う最

初の評議員の選任(評 議員選定
委員会審議結果)
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6一 般財団法人移行 に伴 う諸

規程の一部改正
7一 般財団法人移行 に伴 う諸

規程の廃止
8一 般財団法人移行 に伴 う規

程制定の提案

(2)評 議 員会開催

開催 月 日 会 議 名 開催場所 会 議 議 案

平成23年

5月19日

第28回

評議員会

岩手県水産会
館

1会 長及び副会長の互選

2理 事の選任

3平 成22年 度事業報告及び決

算
4一 般財団法人移行認 可 申請

書
5一 般財団法人移行 に伴 う定

款の変更の案
6一 般財団法人移行 に伴 う最

初の評議員の選任方法(案)
7評 議員選定委員会規程 の制

定

平成24年

3月5日
第29回
評議員会

岩手県水産会
館

1平 成23年 度収支補正予算

2中 期経営計画(平 成23年 度
～平成25年 度)の 見直 し

3平 成24年 度事業計画及び収

支予算
4平 成24年 度短期借入金の借

入限度額
5一 般財団法人移行 に伴 う役

員の選任
6一 般財団法人移行 に伴 う諸

規程の一部改正
7一 般財団法人移行 に伴 う諸

規程の廃止
8一 般財団法人移行 に伴 う規

程制定の提案

(3)電 子 マニ フ エス トの普 及

電子 マ ニ フェス ト普及 の た め、広 報 ポ ス ター の掲 出等 を行 うな ど普及 啓発 に取 り

組 ん だ(平 成23年 度 電子 マニ フ ェス ト件 数4,057件)。

(4)安 全 キ ャ ンペー ンの実 施

指 定搬 入ル ー トの厳守 等 を周 知徹 底す るた め、 いわ て ク リー ンセ ンター及 び 施設

管理 運営 委託 業者 の職員 合 同で収集 運搬 業者 に対 し、啓発 チ ラシ の配 布 及 び説 明 を

行 った(平 成23年7月11日 ～ 同年7月15日)。

(5)新 公益 法 人制 度

一 般財 団法 人移 行(平 成24年4月!日)に 向 けて
、平 成23年6.月24日 付 けで

岩手 県知 事 あて移 行認 可 申請書 を提 出 し、 同年10月17日 付 けの岩 手 県公 益認 定等

審議 会答 申を経 て 、平成24年3月19日 付 けで 同知事 か ら移 行認 可 を受 けた。
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